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◆ FAX NEWS（PowerPointにて制作）は下記URL総福研ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞしていただけます。どうぞご利用下さいませ。◆

◆総福研本部主催の簿記講座開催についてお知らせ致します。本年は８月下旬から10月下旬にかけて東京
にて初級・中級・上級(簿記会計・財務管理)の各講座を実施した上、その講義内容を11月に有料でWeb配
信をすることを決定致しました。詳細につきましてはＨＰ、会員メール等でお知らせさせて頂きます。

第２次補正予算の主眼は経営強化
～緊急包括支援交付金とＷＡＭの優遇融資が大きな柱～

◆６月25日に開催された社会保障審議会介護給付費分科会の議題の中心はもちろん令和３年度介護報酬改定で
したが、その説明の過程では第２次補正予算の概要についても説明が加えられました。

第１次補正予算の｢新型コロナウイルス感染症に係る介護サービス事業所等に対するサービス継続支援事業｣
を引き継ぐ形となった｢新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金(介護分)｣は、全額が国庫負担となり、
感染症対策に必要な物品購入や研修などのかかり増し費用への支援などに加え、介護施設・事業所に勤務する
職員に支給する慰労金の原資が含まれました(参考資料①の図表１参照)。この慰労金は、①新型コロナ感染症
が発生または濃厚接触者に対応した施設・事業所に勤務し利用者と接する職員に対して１人当たり20万円、②
それ以外の事業所に勤務し利用者と接する職員には同５万円を支給する内容となっています。

また独立行政法人福祉医療機構(以下｢ＷＡＭ｣と言います。)では社会福祉施設等を整備する際に必要となる
設置・整備資金や経営資金を長期・固定・低利で融資しており、新型コロナウイルス感染症対策としても、当
該施設の責に帰することができない事由で機能停止等になった場合の経営資金については通常の融資条件より
も優遇された融資(以下｢優遇融資｣と言います。)を既に行っていましたが、この第２次補正予算により、融資
に必要な原資が１兆3,200億円積み増し(3,844億円から１兆7,044億円)されるとともに、優遇融資の条件につい
て、貸付利率等の更なる拡充を行うこととされました(参考資料①の図表２参照)。 (事務局)
新型コロナウイルス対応 https://www.wam.go.jp/hp/fukushi_shinngatacorona_moushikomishorui/

◆なお第２次補正予算から話は離れますが、ＷＡＭでは、７月３日からの大雨により被害を受けた地域の社会
福祉施設等の運転資金等の融資相談や既往融資先の返済相談などについても相談窓口を設置しています。
今次災害復旧資金 https://www.wam.go.jp/hp/wp-content/uploads/pr2005.pdf

◆厚生労働省は７月１日、生活保護の「被保護者調査
(令和２年４月分概数)」の結果を公表しました。
被保護実人員は205万9,536人となり、対前年同月と

比べると、2万1,803人減少しています。しかし被保護
世帯は163万4,584世帯で、対前年同月比では231世帯
とわずかではありますが増加しました。この被保護者
数は減少するが被保護者世帯は減少しないという現象
はここ四、五年続いていますが、被保護世帯の規模の
縮小を意味し、おそらくは独居世帯となったことによ
り被保護となった世帯が少なからず発生しているので
はないかと想像されます。

今回の調査で特徴的なのは、保護の申請件数が
21,486件となり、対前年同月と比べると、4,273件、
率にして24.8％の増加となったことです(参考資料②
の図表３参照)。例年４月は新年度スタートの月のせ
いか生活保護申請件数自体は少ない傾向にあるのです
が、今年は２万件を超える申請となったことから、対
前年同月比では大きな伸びとなりました。新型コロナ
ウイルス感染症による影響と考えられます。
◆また６月30日、総務省も｢労働力調査(基本集計)
令和２年５月分結果」を公表しました。完全失業者数
が対前年同月比で33万人増加、完全失業率(季節調整
値)は2.9％と、前月に比べて0.3ポイント上昇してい
ます。
新型コロナウイルス感染症により社会福祉法人の方

々もご自身の施設･事業所の経営にご苦労されている
ことは充分承知していますが、社会福祉とは困窮して
いる方々の生活を支援することです。自らの事業種目
にとらわれず、どのような支援ができるかを検討して
いただくことも大切なことだと思います。 (事務局)

◆警察庁が「令和元年における行方不明者の状況」を
公表しました。令和元年に警察が受理した行方不明者
の届出数は8万6,933人でした。前年に比べ1,029人減
少しましたが、過去10年間で見るとほぼ横ばいで推移
していると言えます。
行方不明者を性別で見ると６割強が男性。10歳ごと

の年齢層別では、20歳代の行方不明者が最も多く１万
7,852人でした。一方、認知症の行方不明者は延べ１
万7,479人で、前年よりも552人多く、認知症行方不明
者の統計を取り始めた平成24(2012)年から７年連続で
最多を更新して、20歳代にほぼ匹敵する人数となりま
した。
参考資料②の図表４は、人口10万人当たり行方不明

者数を原因･動機別に集計した値の推移をグラフにし
たものです(｢不詳｣は毎年全体の２割弱ありますが、
除いてあります)。｢家庭関係｣や｢その他｣が減少する
中で｢疾病関係｣だけが増加し、しかもその増加の原因
は内数である｢認知症｣であることが分かります。
このように年々増加する認知症行方不明者ですが、

認知症の場合は受理当日に71.7％、１週間以内に99.4
％が所在確認されるなど、行方不明者全体と比較して
早期に所在確認されています。しかし不幸にして、
2018年以前に届け出があった人を含めて昨年中に460
人が遺体で発見されています。
これから益々高齢化が進む以上、認知症の増加は避

けて通れない課題です。認知症予防や薬の開発等、認
知症を回避する諸々の政策も必要ですが、認知症高齢
者でも安心して生活できるような、地域で見守り、支
える地域社会の仕組みを構築することが必要ではない
でしょうか。 (事務局)

認知症の行方不明者が増加
～警察庁が令和元年の行方不明者の状況を公表～

これも新型コロナウイルスの影響？
～生活保護申請と完全失業者が増加しています～



〔参考資料〕 181015

資料：2020.06.25介護給付費分科会 資料３「令和３年度介護報酬改定に向けて」から

資料：2020.06.25介護給付費分科会 資料３「令和３年度介護報酬改定に向けて」から

〔参考資料①〕 総 福 研 f a x  n e w s 200708

◆図表１ 新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金(介護分)

◆図表２ 医療・福祉事業に対する無利子・無担保等の危機対応融資の拡充



◆図表３ 生活保護の申請件数とその対前年同月伸び率の推移

〔参考資料〕 181015

資料：2020.07.01警察庁「令和元年における行方不明者の状況(図表)」から

資料：厚生労働省「被保護者調査」(月別概要)の参考から作成

〔参考資料②〕 総 福 研 f a x  n e w s 200708

◆図表４ 行方不明者数の原因・動機別推移 ※人口10万人当たり
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